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共に支え合う地域づくりを推進

地域共生社会の実現に向け、複雑化・複合化したケースや制度の狭間のニーズなどに、より細やかに対
応し、支援ニーズと地域資源をつなぐため、コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）の配置人数を３
人から４人に増やします。

１ 事業内容

ＣＳＷがアウトリーチを行い、つぶやきに耳を傾け、暮らしの困りごとを抱えた人を様々な制度やサービスにつなぎます。

また、地域生活課題について話し合う場を設け、地域の見守りや居場所など、そのニーズに合わせて人・活動・地域につな

ぎ合わせることで、個別支援と地域づくり支援を有機的につなげます。

２ 事業費

支え合いの地域づくり事業委託料

８，０００千円

３ 財源内訳

国庫補助金 ４，０００千円
県補助金 ２，０００千円
一般財源 ２，０００千円

お問い合わせ
福祉課 地域共生・障がい者支援チーム 杉浦（0562-36-2650）予算 ８，０００千円
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知多市障がい者計画策定に係る市民アンケート調査を実施

第４次知多市障がい者計画の計画期間が令和８年度末で終了することから、次期計画を当事者の声を
生かした計画とするため、障害者手帳の所持者に対する市民アンケート調査を実施します。

お問い合わせ
福祉課 地域共生・障がい者支援チーム 杉浦（0562-36-2650)

２ アンケートの概要

３ 事業費

障がい者計画アンケート調査委託料 １，６５０千円

予算 １，６５０千円

①対象者：身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の所持者
約３，８００人のうち１，０００人

②内 容：日常生活の様子や障害福祉サービスの利用状況、利用希望など

１ 事業内容

第５次障がい者計画（令和９年度～１４年度）策定に向けて、市民アンケートを実施するものです。障がいのある人の
現状や意見、要望などを把握するため、市民アンケート調査票の作成及び実施、結果の集計・分析を専門的知識を持つ事
業者に委託して実施します。

障がい福祉サービスの利用状況日常生活の困り事

新規
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知多市高齢者保健福祉計画アンケート調査を実施

第９次高齢者保健福祉計画（令和９年度～１４年度）策定に向け、高齢者保健福祉施策に関する
ニーズを把握するため、アンケート調査を実施します。

１ 事業内容

お問い合わせ
長寿課 高齢者支援チーム 瀬戸（0562-36-2652）

２ 事業費

高齢者保健福祉計画アンケート調査委託料 １，３１２千円

予算 １，３１２千円

無作為抽出した４０歳以上の市民を対象にアンケート調査を実施するため、
アンケートの作成、集計、分析を事業者へ委託します。
対象者：市内在住の４０歳～６４歳の方 ５００人

市内在住の６５歳以上の方 ５００人

新規
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多様な主体による生活支援や介護予防、社会参加の推進

地域包括ケアシステムの構築を進めるため、生活支援コーディネーターを増員し、地域資源の把握や
地域の支え合いづくりをさらに推進します。

１ 事業内容

誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、地域全体で支える地域包括ケア

システムの構築を進めます。

地域住民やボランティア、ＮＰＯ、民間企業などの多様な主体が連携を促し、高齢者の日常生活を支える生活支援を充

実させ、生きがいや介護予防につながる社会参加の機会を確保することを推進します。そのために、現在、５中学校区に

４人配置している生活支援コーディネーターを１人増員し、５人体制とします。

お問い合わせ
長寿課 高齢者支援チーム 瀬戸（0562-36-2652）

２ 事業費

生活支援体制整備事業委託料 ２０，８００千円

予算 ２０，８００千円
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民間事業者による介護施設の整備を推進

介護を必要としても住み慣れた地域で生活が継続できるよう、介護保険事業計画に基づき介護施設を
整備する事業者へ補助金を交付します。

１ 事業内容

公募により選定した高齢者施設の整備・運営事業者に対し、補助金を交付することに

より、施設整備及び質の高いサービスを提供するための体制整備に係る事業者の負担を

軽減し、民間事業者による地域介護の基盤整備、介護サービスの向上を図ります。

お問い合わせ
長寿課 高齢者支援チーム 瀬戸（0562-36-2652）

２ 事業費

介護施設等整備事業費補助金 ５７，４０２千円

予算 ５７，４０２千円

新規

３ 財源内訳

県補助金 ５７，４０２千円
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こども家庭センター職員等の支援力強化

予算 １９２千円

複雑化・複合化した支援ニーズを抱える家庭への支援力の強化を図るため、核となるこども家庭

センター職員へのスーパーバイズを導入するとともに、市内事業所向けに研修を行います。

２ 事業費

講師謝礼金 １５１千円
会場等借上料 ４１千円

１ 事業内容

新規

３ 財源内訳

国庫補助金 ８０千円
県補助金 ２０千円
一般財源 ９２千円

お問い合わせ
子ども若者支援課 家庭相談チーム 尾上（0562-36-2657）

こども家庭センター職員に、大学教員からの定期的なスー

パーバイズを導入するほか、市内事業所等で構成する市障がい

者自立支援協議会子ども部会として研修を実施し、市全体とし

て支援ニーズの高い家庭への支援力強化を図ります。

産後のこと

妊娠のこと 子育てのこと

ぼくのこと
わたしのこと

家族のこと

知多市

こども家庭センター
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こども未来館の空調設備改修工事を実施

お問い合わせ
子ども若者支援課
子ども・女性支援チーム 大槌 （0562-36-2656）

予算 ６９，３００千円

こども未来館の空調設備改修工事を実施し、施設の利用環境の向上を図ります。

２ 事業費

こども未来館空調設備改修工事設計監理委託料 ５，３００千円
こども未来館空調設備改修工事費 ６４，０００千円

１ 事業内容

こども未来館の設備機能保持のため、平成８年の開館当初に設置された空調設備の改修工事を実施し、来館者の快適な

施設の利用につなげます。

新規

▲こども未来館の外観
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「知多半島で縁むすびプロジェクト」を実施

お問い合わせ
子ども若者支援課 子ども・女性支援チーム 渡邉 （0562-36-2656）予算 ２４３千円

知多半島全体で出会いや独身者の仲間づくりを応援するため、５市５町で連携し出会いの場を創出

します。

２ 事業費

知多半島で縁むすびプロジェクト負担金 ２４３千円

１ 事業内容

出会いがないなどの理由で結婚の希望が叶わない未婚者を対象とし、出会いの場やきっかけづくりの機会を創出します。

美浜町を主体としてプロジェクトを推進し、令和７年度から５市５町において地域資源を活用し、シティプロモーショ

ンにもつながるイベントを順次実施します。

新規

３ 財源内訳

国庫補助金 １８２千円
一般財源 ６１千円
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新田保育園の空調設備を更新

老朽化した新田保育園の空調設備を更新し、園児の安全な保育環境を維持します。

１ 事業内容

新田保育園の空調設備は、設置から約２０年が経過し老朽化が進んでいるため、保育室、遊戯室など１５室の空調設

備を更新し、園児が安全に過ごせる環境の整備を進めます。

▲ 新田保育園遊戯室の様子

お問い合わせ
幼児保育課 施設管理チーム 榊原（0562-36-2659）予算 ３２，５００千円

新規

２ 事業費

新田保育園空調設備改修工事費 ３２，５００千円
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保育園業務のデジタル化推進

令和元年度から運用している保育システム「コドモン」の機能を拡張し、園児の安全管理体制の強化、
保護者の利便性の向上及び保育士の業務の効率化による負担軽減を図ります。

１ 事業内容

これまで各園の事務室での作業に限られていたコドモンの利用について、園内の通信環境等を整えることで、新たに登降

園管理機能、午睡チェック機能の運用を開始します。

保護者は、円滑に園と連絡・情報共有ができ、保育士は保育に専念できる時間を確保できるなどの利点があります。

対象園は、新知保育園、岡田西保育園、新田保育園、新舞子保育園及び梅が丘こども園の予定です。

お問い合わせ
幼児保育課 施設管理チーム 榊原（0562-36-2659）予算 １７，３０４千円

新規

２ 事業費

コドモン使用料（やまもも園含む１２園） ４，２２４千円

オプション機能追加利用料（５園） ９９千円

無線ＬＡＮシステム構築委託料（５園） １１，００１千円

タブレット端末購入費（５園） １，９８０千円
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梅が丘こども園を開園

梅が丘幼稚園を公立の認定こども園に移行し、「梅が丘こども園」として開園します。

１ 事業内容

知多市公共施設再配置計画、知多市保育所等再整備計画２０２０に基づき、令和６年度末をもって梅が丘幼稚園を廃

止し、令和７年４月に幼保連携型認定こども園「梅が丘こども園」として開園します。

教育と保育を一体的に行う認定こども園とすることで、これまでの３歳から５歳までの幼稚園機能に、０歳から５歳

までの保育所機能を加え、保育需要の高い３歳未満児を含む９７人の園児の受け入れを可能とします。

また、認定こども園として必要となる給食を自園調理方式により提供します。

▲ 認定こども園化工事中の梅が丘幼稚園（右側の建物が増築の厨房棟）

お問い合わせ
幼児保育課 施設管理チーム 榊原（0562-36-2659）予算 ６８，８４０千円

新規

２ 事業費（職員給与費を除く）

こども園運営費 ５６，８０８千円

こども園管理費 １２，０３２千円
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やまもも園の屋上防水外壁改修工事を実施

耐用年数を経過した園舎の屋上防水及び外壁の改修工事を実施することで、園舎の長寿命化及び療育
環境の改善を図ります。

１ 事業内容

やまもも園の園舎は、昭和５５年度に岡田保育園として建設したもので、老朽化が進んでいるため、屋上防水及び外

壁の改修工事を実施し、園舎の長寿命化及び療育環境の改善を図ります。

▲ 現在の児童発達支援センターやまもも園の様子

お問い合わせ
幼児保育課 施設管理チーム 榊原（0562-36-2659）予算 ７０，０００千円

新規

２ 事業費

やまもも園屋上防水外壁改修工事監理委託料 ２，５００千円

やまもも園屋上防水外壁改修工事費 ６７，５００千円
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帯状疱疹ワクチンの定期接種事業を実施

令和７年４月１日から、帯状疱疹が予防接種法のＢ類疾病に位置づけられたことに伴い、帯状疱疹
ワクチンの定期接種事業を実施します。

１ 事業内容

帯状疱疹ワクチン接種が令和７年４月から定期接種化されることに伴い、市内に住所を有する６５歳の者に対し、帯状

疱疹ワクチンの定期接種事業を実施します。

３ 個人負担額

お問い合わせ
健康推進課 健康づくり・予防チーム 石川（0562-54-1300）予算 ２９，６５９千円

新規

(1) ６５歳の者

(2) ６０～６５歳未満のヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害を有する者

(3) ６５歳を超える者は５年間の経過措置として、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、

９０歳、９５歳、１００歳以上を位置づける

約５，３００人のうち１，０００人（接種率２０％程度）を想定

２ 対象者

生ワクチン「ビケン」 ２，７００円×１回
不活化ワクチン「シングリックス」 ６，６００円×２回

予防接種委託料 ２７，２６８千円 通信運搬費 １，０２２千円
健康管理システム改修委託料 １，２００千円 手数料 ６千円
予防接種費補助金 １２９千円 消耗品費 ３４千円

４ 事業費
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健康グランプリを開催

健康づくりに自主的かつ積極的に取り組む個人や地域団体等を表彰し、健康増進への機運を醸成しま
す。

１ 事業内容

ウォーキング、筋トレ、体操など健康づくりに寄与する活動を自主的かつ積極的に取り組む個人や地域団体等を表彰

することで、さらなる意欲の向上につなげます。また、優秀な取組の活動発表と健康に関する講演会を同時開催するこ

とで、市民に広く周知し、健康増進への機運の醸成を図り健康寿命の延伸を目指します。

（健康づくりに寄与する活動の例）
・健康増進のためのウォーキング、筋トレ、体操
・サロン等の集まりで毎回取り入れている健康体操

▲ 健康づくりに取り組む地域団体

お問い合わせ
健康推進課 成人・高齢者保健チーム 佐藤（0562-54-1300）予算 ２，０１３千円

新規

４ 事業費

健康推進事業費 ２，０１３千円

２ 応募対象者

３ 応募及び審査・表彰の予定

３か月以上継続的に健康づくりに寄与する活動を実施している、個人または５人以上で構成される地域団体等

６～１０月：応募用紙を保健センターへ提出
１１～１２月：審査

２月：表彰式・講演会
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特別支援教育支援員及びスクールソーシャルワーカーの増員配置

障がいのある児童・生徒がきめ細かな支援を受け、安心して学習できるよう、特別支援教育支援員を
４人から９人へ増員します。

また、増加する不登校や虐待案件などのさまざまな問題に直面している児童生徒の課題解決のため、
スクールソーシャルワーカーを３人から５人へ増員します。

１ 事業内容

お問い合わせ
学校教育課 教育総務チーム 竹内（0562-36-2681）

２ 事業費

(1) 特別支援教育支援員 報酬等 １１，７１３千円

（１日４時間×週５日×９人）

(2) スクールソーシャルワーカー活用事業費 ２１，７５９千円

給与等 ５，８４１千円

報酬等 １５，８５８千円

携帯電話使用料 ６０千円

※ 正規職員１人、会計年度任用職員４人配置

特別支援学級に学習支援や生活支援などを行う特別支援教育支援員及び、関係機関との連携や支援を行うスクー
ルソーシャルワーカーを増員し、特別な支援を必要とする児童生徒のみならず、より多くの児童生徒が安心して学
習できるよう、支援の充実を図ります。

予算 ３３，４７２千円

３ 財源内訳

県補助金 ４，５００千円
一般財源 ２８，９７２千円
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ＧＩＧＡスクールにおける学びの充実を図るため、タブレット端末を更新

更新時期を迎えるタブレット端末を更新し、子どもたちの学びを止めない環境整備を進めます。

１ 事業内容

▲ タブレット端末を活用し学習する児童

お問い合わせ
学校教育課 施設チーム 山本（0562-36-2682）債務負担行為額 ５２８，０００千円

新規

２ 事業費

令和２年度に整備したタブレット端末（教育用端末）の使用期間が令和７年度中に５年を迎えるため、タブレット端

末を更新し、端末更新と併せてＩＣＴ機器の包括保守を行います。

教育用端末等整備事業

教育用端末等借上

令和８～１２年度 ５４，０００千円

５年間のリース総額 ２７０，０００千円

ＩＣＴ機器包括保守委託

令和８年度 ９５，４００千円

令和９～１２年度 ４０，６５０千円

５年間の保守総額 ２５８，０００千円

※令和７年度から１２年度までの債務負担行為

（令和７年度契約締結、令和８年度から利用開始）
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中学校体育館に空調設備を整備

熱中症対策として生徒の安全を守るため、中学校の体育館に空調設備を整備します。

１ 事業内容

２ 事業費

▲ 体育館エアコン設置イメージ

お問い合わせ
学校教育課 施設チーム 山本（0562-36-2682）予算 ２９５，８１５千円

新規

３ 今後の予定

近年の夏場の猛暑下における熱中症事故を防止し、生徒の安全を守るため、学校体育館への空調設備整備を順次進め、

令和７年度は中学校３校（八幡中学校・知多中学校・旭南中学校）の体育館に空調設備を整備します。

中学校体育館空調設備整備工事監理委託料 ７，３１５千円

中学校体育館空調設備整備工事費 ２８８，５００千円

中学校建設費 ２９５，８１５千円

令和７年度 中学校体育館空調設備整備工事（３中学校）

中学校体育館空調設備整備工事設計委託（２中学校）

令和８年度 中学校体育館空調設備整備工事（２中学校）
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新庁舎建設工事に着手し、庁舎機能移転に向けた準備を推進

令和９年５月の移転・開庁に向けて新庁舎建設工事に着手するとともに、庁舎機能の円滑な移転のた
めの計画・検討を継続して行います。

１ 事業内容

新庁舎の建設工事を計画的に進めるため、施工者、工事監理者、設計者との調整を行い、円滑な工事推進を図ります。

また、新庁舎内部の什器レイアウトや什器の新規購入計画、移転計画等を継続して検討します。

２ 事業費

新庁舎整備事業ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ委託料（新規） ３３，１１０千円

新庁舎オフィス環境整備委託料（継続） １６，９９５千円

新庁舎建設工事監理委託料（新規） ７２，６５０千円

新庁舎建設工事費（継続） ２，９７２，７００千円

その他事務費 ９８４千円

▲ 新庁舎外観イメージ

お問い合わせ
新庁舎建設室 新庁舎建設チーム 松岡（0562-36-2674）

▲ 新庁舎建設予定地現況

予算 ３，０９６，４３９千円

18



物価高騰による家計の負担軽減のため、プレミアム付電子商品券を発行

物価高騰の影響を受けた家計の負担を軽減するとともに、市内消費を喚起することで事業者を支援す
るため、プレミアム付電子商品券を発行します。

１ 事業内容

１口５，０００円分の電子商品券（共通券４，０００円分、地域限定券１，０００円分）を４，０００円で販売しま

す。（※地域限定券は、大型店、チェーン店及びフランチャイズ店では使用不可。）

販売時期は、令和７年秋頃で、約８５，０００口を発行する予定です。

販売した電子商品券は、市内の小売店や飲食店などで御利用いただくことができます。

詳しくは事業内容が確定し次第、改めてお知らせします。

２ 事業費（※８５，０００口を販売した場合）

プレミアム付商品券発行費 ４２５，０００千円

事業事務費 ３８，７７０千円

３ 財源内訳（※８５，０００口を販売した場合）

国庫補助金 １０２，７７０千円
県補助金 ２１，０００千円
商品券売却代 ３４０，０００千円

▲ 電子商品券アプリ
のイメージ

お問い合わせ
商工振興課 商工振興チーム 木村（0562-36-2663）予算 ４６３，７７０千円

新規

▲ 電子商品券アプリ
アイコン
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朝倉駅周辺整備事業を推進

中街区では、安全で円滑な交通結節点を確保するため、朝倉駅前駐車場整備事業を進めます。
また、北街区では、「商業・交流・にぎわい拠点」の整備に向けた準備を進め、朝倉駅周辺整備事業

全体の着実な推進を図ります。

１ 事業内容

〈中街区〉令和９年４月の供用開始に向けて、駐車場整備事業者を令和７年４月頃に募集し実施設計を行います。

〈北街区〉令和９年度の事業者決定に向け、事業者公募関連資料を作成します。

３ 事業費

お問い合わせ
都市計画課 建築チーム 中山（0562-36-2669）

朝倉駅周辺整備推進チーム 小林（0562-36-2667）
予算 ５９，５００千円

▲ 立体駐車場のイメージ図

２ 朝倉駅前駐車場の基本設計の概要

構造 鉄骨造、スキップ式、３層４段

駐車台数 約２８０台

〈中街区〉朝倉駅前駐車場整備事業（実施設計、準備工事）５０，５００千円

（外に債務負担行為 １，０９９，５００千円）

〈北街区〉北街区整備公募資料作成支援委託料 ９，０００千円

４ 財源内訳

国庫補助金 ５，５００千円

地方債 ４５，０００千円

一般財源 ９，０００千円
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朝倉駅周辺整備事業に伴い、無電柱化施設を整備

防災や安全・円滑な交通を確保しつつ、新庁舎及び新朝倉駅前駐車場に電力線や通信線を引き込むた
め、無電柱化施設を整備します。

１ 事業内容

朝倉駅周辺整備事業の中街区において、防災や安全・円滑な交通を確保しつつ、新庁舎及び新朝倉駅前駐車場に電力

や通信を供給するよう、それらの電線を引き込むために、市道１０５０３号線他１路線（主に歩道）に無電柱化施設を

整備します。

２ 事業費

無電柱化施設整備工事委託料 ３１，０００千円

市道新設改良工事費 ８５，０００千円

３ 財源内訳

国庫補助金 ５２，６２９千円
地方債 ５４，７００千円
建設負担金 ２，４９０千円
一般財源 ６，１８１千円

▲ 現在の様子

お問い合わせ
土木課 事業チーム 蟹江（0562-36-2671）予算 １１６，０００千円

＜市道１０５０３号線＞
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コミュニティ交通あいあいバスの車両を更新

脱炭素社会の実現に向けて、コミュニティ交通あいあいバスの車両１台をＥＶ車両に更新します。

１ 事業内容

北部循環コース系統１（ピンク）の車両が耐用年数の目安である１０年を迎える

ことから、脱炭素社会の実現に向けて、令和７年秋頃に現行のディーゼル車からＥ

Ｖ車へ更新します。

２ 事業費

コミュニティ交通負担金 ８４，２０４千円

お問い合わせ
市民協働課 地域活性化・地域交通チーム 青木（0562-36-2645）

予算 ８４，２０４千円

３ 今後の予定

北部循環コース系統２、南部コースの車両は令和８年度以降に更新する予定です。

▲ 現行車両

▲ ＥＶ車両イメージ
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二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」へ挑戦

１ 事業内容

市内の二酸化炭素排出量削減を進めるため、以下の取組を継続します。

家庭部門：住宅用温暖化対策設備（太陽光発電設備、ＨＥＭＳ、蓄電池、電気自動車等充給電設備）

導入費用に対する補助

運輸部門：個人の次世代自動車（ＦＣＶ、ＥＶ、ＰＨＥＶ）の購入費用に対する補助

産業部門：中小企業者等が実施する省エネ診断費用に対する補助

商用の燃料電池自動車（ＦＣＶ）の購入費用に対する補助【新規】

住宅用ゼロカーボン推進設備補助金 １８，９００千円

次世代自動車補助金 ４，０００千円

省エネ最適化診断補助金 ２５６千円

商用燃料電池自動車補助金 ２，４００千円

県補助金 ９，０３７千円

一般財源 １６，５１９千円

▲ 地球温暖化防止のイメージ

お問い合わせ
環境政策課 ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝｼﾃｨ推進チーム 稲葉（0562-36-2660）予算 ２５，５５６千円

２ 事業費

３ 財源内訳

地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出量を削減し、２０５０年にはその量を実質ゼロにする
「ゼロカーボンシティ」へ挑戦します。
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旧清掃センター解体工事を実施

令和６年３月末をもって閉炉となった旧清掃センターの解体撤去を行います。

１ 事業内容

西知多クリーンセンターの稼働に伴い閉炉となった旧清掃センター（平成１５年８月竣工）の解体撤去を行います。

また、施工監理の徹底による安全対策の他、大気質及び土壌等の調査・モニタリングを行い、環境保全対策を講じま

す。

２ 事業費・事業年度

旧清掃センター解体工事監理委託料 （令和７年度～８年度）

Ｒ７： １７，１６０千円 Ｒ８： １４，０００千円（債務負担行為）

旧清掃センター解体工事費 （令和７年度～８年度）

Ｒ７：６５９，８００千円 Ｒ８：８３７，０００千円（債務負担行為）

３ 財源内訳

国庫補助金 １８０，０２７千円
地方債 ４２６，６００千円
一般財源 ７０，３３３千円

▲ 旧清掃センター

予算 ６７６，９６０千円

新規
お問い合わせ
ごみ対策課 政策・管理チーム 大西（0562-55-0300）
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大規模災害に備え、県立知多翔洋高等学校を避難所に指定

南海トラフ地震等の大規模災害に備え、広域避難場所となっている県立知多翔洋高等学校に、避難所
としての機能を追加するための準備を行います。

１ 事業内容

避難所を取り巻く環境は変化しており、知多信濃川東部土地区画整理事業に伴い避難者の増加が見込まれています。

また、避難者の居住スペースを確保し、生活の質の向上に努める必要があるため、新たに避難所を指定します。

避難所の運営で必要となる防災倉庫、資機材等を購入します。

２ 事業費

避難所防災倉庫購入費 ３,３４８千円
災害対策用備蓄消耗品費 １,９９０千円
災害対策用資機材購入費 ６,４７５千円
避難所等標識設置工事費 ４００千円

３ 財源内訳

県補助金 ３，８３５千円
一般財源 ８，３７８千円

▲ 防災倉庫

お問い合わせ
防災危機管理課 防災危機管理チーム 門井（0562-36-2638）予算 １２，２１３千円

新規
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地区管理の蛍光灯防犯灯のＬＥＤ化を促進

エネルギー価格の高騰が続く中、地区が管理する防犯灯の電気料金の縮減等を図るため、既設の蛍光
灯防犯灯のＬＥＤ化を促進します。

１ 事業内容

既設の蛍光灯防犯灯をＬＥＤ防犯灯に更新することで、電気料金の縮減と、長寿命化による管理の負担軽減を図りま

す。

３ 事業費

防犯灯ＬＥＤ化促進事業補助金 １８，０００千円
蛍光灯防犯灯からの更新に対し、１灯当たり３０千円を上限に補助
（６００灯分）

４ 財源内訳

国庫補助金 １８，０００千円

お問い合わせ
防災危機管理課 防災危機管理チーム 門井（0562-36-2638）予算 １８，０００千円

新規

▲ ＬＥＤ防犯灯

２ 防犯灯数（令和７年１月末現在）

全体 ５，８１９灯
内訳：蛍光灯 ２，４３０灯

ＬＥＤ ３，３８９灯
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デジタル技術を活用しＤＸを推進

デジタル技術を活用したＤＸを推進することで、業務の効率化を図り、限られた人的資源を市民サー
ビスの更なる向上に繋げていきます。

１ 事業内容

国の標準仕様に基づく住民記録・税などの標準準拠システムをガバメントクラウド上に構築し、令和８年２月から運用

を開始します。

また、自治体情報システム標準化のほか、行政のデジタル化、ＤＸを効果的・効率的に進めるため、アドバイザリー業

務を委託し、民間の専門的なノウハウを積極的に活用します。

２ 事業費

▲ 情報システム標準化のイメージ

お問い合わせ
企画情報課 デジタル化推進チーム 北川（0562-36-2640）予算 ２２６，０１８千円

【現状】

A市仕様
システム

Ａ市 Ｂ市

Y社

Ｃ市 D町

【標準化後】

Ａ市 Ｂ市 Ｃ市 Ｄ町

B市仕様
システム

X社

C市仕様
システム

D町仕様
システム

Z社

標準仕様システム

X社 Y社 Z社

情報システム標準化準備委託料 ２０３，１５２千円

行政デジタル化支援委託料 ２２，８６６千円
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自治会等加入率の低下を抑制するため、自治会等加入促進チラシを配布

コミュニティ活動に深く関わる自治会等への加入率が低下傾向にあるため、知多市コミュニティ連
絡協議会と協働して自治会等加入促進チラシを作成し、加入率低下の抑制を図ります。

１ 事業内容

市内１０コミュニティの代表者で組織される「知多市コミュニティ連絡協議会」の発案により、協議会が選出したコ

アメンバーが自治会等加入促進チラシを作成しています。作成にあたってはコミュニティや地域担当職員の意見を反映

し、完成したチラシを令和７年５月に全戸に配布します。加入希望者は、チラシ掲載のＱＲコードから「自治会等加入

申込フォーム」に必要情報を入力することで、市を経由して自治会等に申し込むことができます。

２ 事業費

印刷製本費 ２５１千円

自治会等加入促進チラシ配布委託料 ３３１千円（広報ちた５月号と同時配布）

お問い合わせ
市民協働課 地域活性化・地域交通チーム 青木（0562-36-2645）予算 ５８２千円

３ チラシ（案）

新規

▲ 現在のチラシ（案）

規格 Ａ４両面カラー印刷

印刷部数 ３８，０００部
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下水道施設の耐震補強及び老朽化した設備を更新

下水道の処理機能を持続可能な状態で維持するために、下水道施設の耐震補強と老朽化した設備の更
新を計画的に実施します。

１ 事業内容

知多市下水道総合地震対策計画に基づき、現行の耐震基準制定前に建設された汚水幹線、南部浄化センター及び中継

ポンプ場の耐震補強を行います。また、ストックマネジメント計画において、更新が必要とされた南部浄化センターの

設備を更新します。

２ 事業費

予算 ９８９，２００千円

３ 財源内訳

安全安心な下水道の
処理機能を維持するため、
浄化センター及び中継ポン
プ場の耐震補強、老朽化対
策を実施します。

国庫補助金 ５１１，０５０千円

企業債 ４２２，０００千円

一般財源 ５６，１５０千円

お問い合わせ
下水道課 工務・施設管理チーム 久保田（0562-55-9591）

重要幹線耐震補強工事【南部２号汚水幹線】 ３３８，０００千円

重要幹線耐震診断委託【南部１号汚水幹線等】 ４８，０００千円

沈砂脱臭設備更新工事 ４６３,０００千円

3-2系水処理設備更新工事 ７６，０００千円

滅菌棟他７ポンプ場耐震診断 ６４，２００千円

▲南部浄化センター
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水道水を安定供給するため、水道施設の耐震化及び老朽化対策を実施

災害時における市内全域への配水機能を確保するため、配水場に直結する重要な基幹配水管の耐震化、
老朽化した配水管の更新を計画的に実施します。

１ 事業内容

被災するとその影響が広範囲に及ぶ基幹配水管は、基幹配水管耐震化計画に基づき、バイパス化・耐震化に取り組みます。

避難所・病院・老人福祉施設などの重要給水拠点に指定されている施設は、災害時にも給水を継続する必要があるため、

基幹配水管の耐震化が完了した箇所から重要給水拠点までの配水管を耐震管に布設替します。

法定耐用年数（４０年）を経過した管路は、老朽管更新計画により耐震化を進めていきます。

水道施設の定期点検で塗装の劣化が進行し長寿命化が難しいとされた水管橋を耐震管に更新します。

２ 事業費

予算 ３３９，９００千円

出典：水道ＰＲパッケージ

被害を受けやすい
水道管から

地震に強い水道管
（耐震管）へ

お問い合わせ
水道課 工務チーム 西尾（0562-36-2678）

○配水管耐震化事業 ２５４，０００千円

・基幹配水管耐震工事 ２４２，０００千円

・基幹配水管耐震設計委託 １２，０００千円

○老朽管更新事業 ８５，９００千円

・配水管布設替工事 ８２，６００千円

・配水管等設計委託 ３，３００千円

▲耐震化のイメージ
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救急自動車及び消防団ポンプ車を更新

複雑多様化する消防救急業務に的確に対応するため、消防署旭出張所に配備されている高規格救急自
動車を最新の資器材を取り揃えた車両に更新します。

狭隘な場所での火災に対応するため、第５分団に配備されている消防ポンプ自動車を軽自動車の小型
動力ポンプ積載車に更新します。

お問い合わせ
庶務課 消防団チーム 山口（0562-56-0146）

①高規格救急自動車

車両の全周囲を確認することができる全周囲モニターの設置や緊急車両存在通知発信ができる装置が搭載するなど、よ

り安全に傷病者を病院まで搬送する機能を有した最新の車両に更新します。また、最新の救急資器材を積載することで

救命率の向上が期待できます。

②小型動力ポンプ積載車（軽）

消防団に配備されている準中型の消防ポンプ自動車を軽自動車の小型動力ポンプ積載車に更新することで、狭隘な場所

での火災や大規模災害発生時の道路破損など大型車両の進入困難な場所への進入が可能となり、消防力が大幅に強化さ

れます。

２ 事業費

高規格救急自動車購入費 ３８，３００千円

小型動力ポンプ積載車（軽）購入費 ８，２００千円

▲高規格救急自動車（イメージ）

１ 事業内容

予算 ４６，５００千円

▲小型動力ポンプ積載車（イメージ）

３ 財源内訳

県補助金 ２０，９１８千円

地方債 ２２，６００千円

一般財源 ２，９８２千円
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消防資器材の更新、拡充を実施

複雑多様化する消防救急業務に確実に対応するため、消防資器材の更新と拡充を実施し、消防力の強
化及び安全性の向上を図ります。

お問い合わせ
庶務課 庶務チーム 鈴木（0562-56-0146）

①高度救命処置訓練人形

多種多様な心電図波形のモニタリングや胸骨圧迫、人工呼吸の実施具合の

評価ができる訓練用人形への更新により、救急隊員のスキルアップを図ります。

②空気呼吸器

長時間活動用資器材であるエアラインと接続が可能な空気呼吸器を更新し、

酸欠危険場所や生物・化学災害など、長時間に及ぶ活動の安全性が向上します。

③熱画像直視装置

火災現場での迅速な救助活動及び活動隊員の安全性の向上を図る上で

必要となる熱画像直視装置を追加配備します。

２ 事業費

機械器具購入費 ７，０１８千円

（高度救命処置訓練人形１式、空気呼吸器４式、

熱画像直視装置８式）

１ 事業内容

予算 ７，０１８千円

▲空気呼吸器（イメージ）

▲高度救命処置訓練人形（イメージ）

▲熱画像直視装置（イメージ）

３ 財源内訳

県補助金 ５，１４６千円

一般財源 １，８７２千円
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定額減税補足給付金（不足額給付）を支給
令和６年度に実施した調整給付金を補足する必要がある方に対して給付金を支給します。

お問い合わせ
税務課 市民税チーム 粟津（0562-36-2633）

２ 支給対象者

不足額給付Ⅰ（当該差額を１万円単位で切り上げて支給）

当初調整給付額の算定に用いた推計額から変動があり、本来給付すべき所要額と当初調整給付額との間で不足が生じる方

不足額給付Ⅱ（４万円を支給）

「不足額給付Ⅰ」とは別に、本人及び扶養親族等として定額減税の対象外であり、かつ、低所得世帯向け給付（令和５年

度非課税世帯給付金、令和５年度均等割のみ課税世帯給付金、令和６年度非課税世帯等給付金）の対象世帯の世帯主や

世帯員に該当しなかった方

※ 令和７年度個人住民税が知多市以外で課税されている方を除く。
３ 事業費

定額減税補足給付金職員手当費 １，６１５千円

定額減税補足給付金事業費 ３１２，６３７千円

（うち定額減税補足給付金 ２９０，０００千円）

１ 事業内容

令和６年度定額減税補足給付金（当初調整給付）の算定に際し、令和５年所得等を基にした推計額を用いて算出していま

したが、令和６年分所得税及び定額減税の実績額等が確定することに伴い、本来給付すべき所要額と当初調整給付額との間

で差額が生じる方に対し、当該差額を基準として、１万円単位で切り上げて算定した額を支給します。

また、令和７年度定額減税補足給付金（不足額給付）では、新たに対象が追加され、要件を満たす方に対して４万円を支

給します。

予算 ３１４，２５２千円

４ 財源内訳

国庫補助金 ３１４，２５２千円
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市制施行５５周年記念式典を開催

市制施行５５周年記念式典を開催し、市政に功労のあった方々を表彰するとともに５５周年の節目を
市民の皆様と一緒にお祝いします。

１ 式典概要

日程 令和７年９月７日（日）午前１０時

会場 知多市勤労文化会館 やまももホール

内容 市政功労者表彰

記念映像上映

記念アトラクションなど

２ 事業費

記念品代 ９１７千円
式典会場設営委託料 １２１千円
記念映像制作委託料 ６７７千円
会場等借上料 ２２２千円
その他式典関連経費 ２１８千円

▲ 知多市制施行５０周年記念式典の様子

お問い合わせ
秘書広報課 秘書チーム 樋口（0562-33-3151内277）予算 ２，１５５千円

新規
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特別企画展「収蔵記念 森岡完介展」の実施

市民に郷土の歴史や文化に関心を持ってもらうために５年に一度特別企画展を開催します。

１ 事業内容

郷土にゆかりのある画家森岡完介氏から最近制作されたシルクスクリーン作品を寄贈していただきました。

特別企画展では、初期から最近の作品を展示し、森岡氏の制作の変遷を紹介します。また、油彩画やオブジェなどを

展示し、多彩な活動についても紹介します。

２ 事業費

特別企画展実施委託料 ５，１７８千円

特別企画展受付事務員報酬 ４５２千円

▲Home 06-A Fujimae Tideland ▲Izanagi-Jingu Awazi 20-4P
2006年制作 2020年制作

お問い合わせ
生涯学習スポーツ課 歴史民俗博物館 新美（0562-33-1571）予算 ５，６３０千円

新規
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生涯学習関連施設の電気設備を整備

老朽化した施設の電気設備の適正維持を図るため、生涯学習関連施設への電気設備整備を進めます。

１ 事業内容

２ 事業費

▲ 歴史民俗博物館

予算 ６４，７５０千円

新規

老朽化が進んでいる施設内電気設備（中央図書館・歴史民俗博物館・市民体育館）の適正維持を図るため、改修工事

を行い生涯学習関連施設の電気設備整備を進めます。

生涯学習施設整備費

中央図書館電気設備改修工事費 １７，４００千円

歴史民俗博物館整備費

歴史民俗博物館電気設備改修工事設計管理委託料

４，８００千円

歴史民俗博物館電気設備改修工事費 ３２，７００千円

生涯スポーツ施設整備費

市民体育館電気設備改修工事設計監理委託料

１，６５０千円

市民体育館電気設備改修工事費 ８，２００千円

お問い合わせ
生涯学習スポーツ課 生涯学習チーム 出光（0562-31-0383）
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利用者ニーズに応えて２つ目の合葬式墓地を整備

お墓の後継者や、今後の管理に不安がある利用者のニーズに対応するため、承継や管理が不要な２つ
目の合葬式墓地整備に向けた基本設計と実施設計を行います。

１ 事業内容

１つの大きなお墓に多くの焼骨を共同で納骨する合葬式

墓地は、お墓の引継ぎ（承継）が不要で、維持管理費用も

不要なことから需要が継続しています。

令和３年度に整備した現在の合葬式墓地は、令和７年度

に定員に達する予定です。

このため、知多墓園内の未整備用地に２つ目の合葬式墓

地を整備する計画で、専門業者の支援を受けてその方向性

を検討するとともに、工事図面や設計書などの書類を作成

します。

▲ 現在の合葬式墓地の様子

予算 ９，０００千円

新規
お問い合わせ
環境政策課 生活環境チーム 阿知波（0562-36-2661）

２ 事業費

合葬式墓地整備工事設計委託料 ９，０００千円

・基本設計（形態・形状、全体像の検討）

・実施設計（工事図面、数量計算、設計書等作成）
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農地の区画を整理し、優良な農地を創設するための基礎調査を実施

日長地区において、大規模農業法人の参入による生産性の高い営農を目指し、土地改良事業により不
整形で狭小な農地の区画を整理するための基礎調査を行います。

１ 事業内容

日長地区の農地は、過去に基盤整備等を行っていない不整形で狭小な土地が多く、また、耕作のための道路やかんが

い排水施設等の未整備な地区が点在しています。

日長字須雲始め６地内の農地約１４haにおいて、基盤整備により優良な農地を創出し、大規模な農業生産法人の参入

を促すため、基礎調査として土地利用状況の調査や計画構想図の検討等を行います。

２ 事業費

日長地区土地改良事業基礎資料作成委託料 ８００千円

お問い合わせ
農業振興課 農業振興チーム 吉峯（0562-36-2666）予算 ８００千円

▲ 他地区施工事例▲ 現在の状況
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道路舗装の適切な維持管理に努め、道路交通の安全性、信頼性を確保

増大する高齢化した道路構造物に対応するため、計画的な点検及び補修を行い、舗装の適切な維持管
理に努め、道路交通の安全性、信頼性を確保します。

１ 事業内容

安全で円滑な通行を確保するとともに、限られた財源の中で効果的かつ効率的な修繕を図るため、主要な道路につい

て計画、調査、修繕を定期的に実施していきます。

２ 事業費

道路ストック点検委託料 ２１，８５０千円（１、２級市道）

市道舗装工事 １５３，８００千円（市道旭桃台線、市道北浜金沢線、市道八幡新町線、市道粕谷台線、

市道長浦線、市道巽が丘線、市道上平井線、他点検による補修）

３ 財源内訳

国庫補助金 ２９，９０２千円
県補助金 ６６，０４５千円
地方債 ３７，８００千円
一般財源 ４１，９０３千円

▲ 現在の市道の様子

お問い合わせ
土木課 事業チーム 蟹江（0562-36-2671）

予算 １７５，６５０千円

＜市道旭桃台線＞ ＜市道八幡新町線＞
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知多信濃川東部土地区画整理事業に伴い、橋りょうを整備

知多信濃川東部土地区画整理事業に伴い、土地区画整理事業区域外工事として、二級河川信濃川を跨
ぐ三ツ又橋を移設整備します。

１ 事業内容

本土地区画整理事業の主要区画道路（１０～１２ｍ）と、既存市街地を結ぶため、接続部に位置する二級河川信濃川

を跨ぐ三ツ又橋を移設整備します。

２ 事業費

橋りょう新設改良工事監理委託料 ７，８００千円

橋りょう新設改良工事費（護岸（左岸）） ９５，０００千円

水道管等移設補償金 ８，３５０千円

３ 財源内訳

県補助金 ４２，７５０千円
地方債 ５４，０００千円
一般財源 １４，４００千円

▲ 現在の様子

お問い合わせ
土木課 事業チーム 蟹江（0562-36-2671）

予算 １１１，１５０千円

＜三ツ又橋＞

40



橋りょうの適正な維持管理に努め、道路交通の安全性、信頼性を確保

増大する高齢化した道路構造物に対応するため、計画的な点検及び補修を行い、橋りょうの適切な維
持管理に努め、道路交通の安全性、信頼性を確保します。

１ 事業内容

安全で円滑な通行を確保するとともに、限られた財源の中で効果的かつ効率的な修繕を図るため、定期点検において、

修繕が必要と判定された朝倉橋において、橋脚の補修を実施します。

２ 事業費

橋りょう維持工事費 １１０，０００千円

３ 財源内訳

国庫補助金 ５４，４５０千円
地方債 ４９，９００千円
一般財源 ５，６５０千円

▲ 現在の様子

お問い合わせ
土木課 事業チーム 蟹江（0562-36-2671）予算 １１０，０００千円

＜朝倉橋＞
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旭公園、七曲公園で指定管理者制度導入

旭公園、七曲公園で指定管理者制度を導入します。

１ 事業内容

民間事業者等が有する発想や経営のノウハウを活かし、施設の維持管理レベ

ル及び市民サービスの向上並びに管理経費の縮減を図ることを目的に指定管理

者制度を導入します。

２ 対象公園

・旭公園

・佐布里緑と花のふれあい公園・七曲公園

※佐布里緑と花のふれあい公園は更新

▲ 旭公園

お問い合わせ
緑と花の推進課 公園チーム 井上（0562-36-2673）予算 １８２，５００千円

新規

３ 事業費

・旭公園指定管理料

７１，５００千円

・佐布里緑と花のふれあい公園・七曲公園

指定管理料

１１１，０００千円

▲ 七曲公園 ▲ 佐布里緑と花のふれあい公園
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知多信濃川東部土地区画整理事業区域内の公園を整備

土地区画整理事業区域内に周辺住民が利用できる公園を整備します。

１ 事業内容

土地区画整理事業により計画的に形成される市街地に新しい公園を整備します。隣接市街地を含め周辺の利用圏域に

は街区公園がなく、信濃川東部１号公園を整備し良好な住環境形成を図ります。

２ 事業費

公園等施設改良工事費 ５５，０００千円

▲ 信濃川東部１号公園のイメージ

お問い合わせ
緑と花の推進課 公園チーム 井上（0562-36-2673）予算 ５５，０００千円

新規

３ 公園面積

面積 ２，４２０㎡

４ スケジュール

令和７年度 工事

令和８年度 供用開始予定

５ 財源内訳

県補助金 １０，０００千円

地方債 ３３，７００千円

基金繰入金 １１，０００千円

一般財源 ３００千円
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ウォーターＰＰＰ導入に向けた導入可能性調査を実施

下水道機能を将来にわたり維持していくため、適正な維持管理や下水道サービスの確保などを行う必
要があり、民間活力を活用し、職員不足の補完、技術能力や創意工夫による事業の効率化、経営改善を
図るため、ウォーターＰＰＰの導入に向けた導入可能性調査を行います。

１ 事業内容

先行して実施する事前検討の結果を基に、官民連携事業の導入の評価、民間企業へのサウンディング調査等を行いま
す。

２ 事業費

ウォーターＰＰＰ事業委託料 ７，０００千円

予算 ７，０００千円

３ 財源内訳

国庫補助金 ５，６００千円

一般財源 １，４００千円

お問い合わせ
下水道課 工務・施設管理チーム 久保田（0562-55-9591）

新規
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